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= - 1 000 ÷ (-5) × 8

= 200×8=1
、

展開公式 を 使っ て
= (Fi )

2
- 2 ×A ×F + (F)

2

+
30 ×
_

た
Txt f の 計算 を する と

、

= 5 - 2 十 3 十 2 = 8
-4 ミス し やすい ので 、

少しでも不安なら
「
分配法則 」 で

正確 に進めよう 」

( 別アプローチ )

a- b = M とおく と
)順番 に かける 。

M ( M t C )

= M
2

+ CM
(aths

M = a - b を 戻す 。 hdhdhln
= ( a- b )

2

+ C ( a - b )
= d- a b + a C

= 9
2
- 2 9 1つ𥫣✗ _ ab +52- b C

= A
2
- 2abtac +1って b C
int



{
5 つ( -7 よ + 3 = 10 . . . ①

2 つ( - 3は +5 = 10 . . . ②

① × 2 - ② × 5 「
A = B = C 型

」
10 つ( -14は = 14

{ A = B一) 10 つし ー はる = 25
A = c { A

= B

B = C
は = ーったい

{ A
= C

B = C
の どれ か で

y = - 1 1 を ② に代入 し 作る
。

2 つ( +33+5=10 計算が 少しでも 楽 に

2つ( = -28 なる組み合わせ で

っ( = -14 進める b

( っし は ) = ( -14 、
-11 )
-

✗
2
_ y

2
= ( x + y ) ( つし ー は )

= ( 500.28 +499.72 ) (500.28-499.72)

= 1 000 × 0 .
56 =

1と

衣夏雑 な値 の とき こそ

「 式 の値 」 の 問題 は
、

展開 や 因数分解
の 工夫 が 必要 b
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2) 84=22×3×7
2世 素姜文の 約数 は 2.3.7 な ので 7
3年 -11

素因数分解後 の 式 から の 約数の 見つけ 方

②2.gl/る言品濱恩翳籬籬 となる 。

麴の割合 は
、 2点 を 結んだ

「
「

直線 の傾き と理解できる !
A ・ よ の 増加量i.gl/3 ( 傾き =

一

水の増加量 なので )
a at2

一次関数 の傾きは 常に A ( A ,
92 ) B ( at 2

,
Cat2 )2)

等しく - 4 で ある 。

2

傾き =

"
= 29+ 2

y = が上 の 2点 を 結んだ ( A+2 ) - a

直糸泉 と 平行 な とき を考える
。

29+2=-4 なので A = -3
→



表 を オ、 裏 を ウ と 表す 。

1 00 50① 50② 表の合計 100円以上 同じ 物 は

オー オ
T
オ 1 50 ○ 番号 を つけ て
ウ 150 ○|

ウ 、
オ 1 50 O 区別 する 。

ウ 100 ○

ウー オ 、 J 1 0 0 0

50 X 5\
ウ - オ 50 × J\ ゥ o × ー/

全て を 2乗 して 比車交 する 。

9 2 3が =if ) = お
15ぼなろ

な ぼ 減 淳は源邦正
の値 の 大小は

2乗 に も 大小関係 は 等しい 。

①

② ③

- ① より 一次関数の 関係 なので

水道料金 = ( 比例定数 ) × x + b

a 使用料

2 250 = 2 0 A + b ・ ・ ・ ② y = 150 7( -750

一) 3 1 50 = 26 a + b ・ ・ ・ ③
9( = 17 を代入 して

闘
y = 150×17-750

a = 1 50
= 2550 - 750

2250 = 2 0 × 1 50 t b = 1 800

D = -750

11進/
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い)
① 0 E つ( E 3 ② 3 E ス E 9

処応 核
3 Y
、 ・

P

y = AD × AP × I y = AD × A B × I
= 2 × っし × t = つ( = 2 × 3 × I = 3

Fi
-

③ 9 E x E 14

4

、iii.
、

ロ た
L 4

1 -△ ( 14つ(
p

3

5 -E
PD = AB + BC + CD 一 つ(

△ DPF cs △ DCE で
= 14- 2(

DP i DC = FP : EC

1 4 一つ( i 5 = FP ころ

△ APD = AD × FP × I
△
'

FP =
3 ( 1

4-enN.by= 2 ×
かたせ)

× j
5

=

3件で
一

'
一 協學 は協程
ーー



← 14秒後

i ・ ・

・ ・
3秒後 9秒後

• 1 1 ・ 7(

3 9 14

y

t ・ ・

2
・

1

•
1

1 1
!

・ x

f 3 9 f 14

1度目 2度目

3 42
④ 2度目 は y = - 5一つ( t F の グラフ と

y = 2 の グラフ と の 交点 で ある 。
グラフ用紙 が与え
られ てい ても 、

3 42
2 = ー なつい な 見た目 で 交点 を

答えず
、
連立方程式

10=-371+42 で 求める b32
3)( = 32 つ( = 亨

子 秒後

est
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① 90
°

① CB を 引く と
、 直径 AB を

i含む 三角形 ACB は 直角
三角形 と なる ので 、

③'
< ACB = < PCB = 90

°

/
② 3 6

°

② △ PCB より

< PBC = 1802 (54°+900)
= 36

°

③ < PBC は 石 に対する 円周 角 であり

く)( は その 中心角 なので
、
36

°

× 2 =二/

円 における 補助線 は 主 に 2 つ
。

半径 から 二等辺三角形 が生まれる 。

☒ 対角線 と 直径 から 直角三角形
が 生まれる

。



求める 図形 の 面積

= おうぎ形 B AA '

t 直径 AB の 半円 ・ ・ ・ ①
- 直径 AB の 半円 ・ ・ ・ ②

① = ② なので 求める 図形 の面積 = おうぎ形 BAA
'
となる 。

半径 12cm 、
中心 角 40° の おうぎ形

。

i. 12 × 12 × 大 ×
死
40=16 たいい
.name

同位角

穗
芯

② LACE
(錯角 )

③ △ACE は
二等辺三角形

④ AE



①
AG =EFEFC.tt/tE2fThT=22_42t22fTT1T0

二

/ 1回 で計算 AE
2
+ EG

2

できる b YF

EF
2
+ FG

2

C
② D 、

G △ A FG で 三平方 を 用い て

p
AP + PG = AG

4
= FFEGLF2

Al
2 A 2

TF =

✗

③ ② の 図 より △ APG は
△ APG = AG × PI × た

AP = PG = 2た の 二等辺三角形。
= 2F × PI × I

Pから AG に垂線 を 引き 、

PI = ftp.AITT
AG と の 交点 を I とおく

。

P
=

(I) て (F)2.net?2た
こと

2た =T = F

・
" △ APG = 28 ×た × I

AI 1 I I '
G =エ✗

① より 2F
/


